
金
海
古
蹟
志
巻
十
五

一
築
せ
し
時
、
彼
の
掘
を
担
め
け
る
に
、
普
よ
り
大
怠
る
守
宮
住
み
居

一
け
る
よ
し
申
僻
へ
し
島
、
共
の
崇
り
た
り
と
て
種
々
怪
異
あ
り
た
り

一
と
。
依
り
て
更
に
小
さ
き
池
を
掘
り
て
遺
蹟
を
存
し
、
守
宮
掘
と
呼

ぴ

τ、
楽
屋
の
傍
に
二
関
四
方
許
の
溜
掘
を
残
し
た
り
と
ぞ
。
按
・
?

T

る
に
、
宮
山
の
人
野
崎
雅
明
の
泉
建
鎌
に
、
富
山
諏
訪
河
原
た
る
探

訪
の
池
は
、
そ
の
深
き
事
幾
等
怠
る
事
を
知
ら
歩
。
此
の
池
の
主
は

守
宮
に
似
た
る
物
に
て
、
腹
赤
〈
背
黒
く
、
共
の
丈
け
丈
に
徐
れ
り
。

水
面
に
頼
る
a
A

陀
胴
よ
り
上
を
出
し
、
限
の
光
す
さ
ま
じ
く
‘
見
る

者
驚
怖
す
と
い
へ
り
。
叉
能
登
園
鳳
至
郡
井
守
村
の
記
事
に
云
ふ
。

能
登
志
津
良
庄
在
a
北
海
之
岸
二
央
懸
屋
高
七
八
丈
。
上
有
権
跨
入
v

之
二
恩
有
昌
渓
流
一
日
現
共
左
右
有
=
井
守
・
樽
見
・
簿
野
・
幕
坂
四
村
吋

明
和
二
年
二
月
初
.
共
村
地
下
有
v
聾
ゅ
及
v
至
昌
中
旬
-
其
響
震
昌
垣
壁
-
破
=

損
器
物
↓
四
村
民
戸
男
女

e

登
夜
長
怖
疲
食
倶
慶
。
一
自
民
際
共
響
夏

大
e

及
v
至
昌
反
牌
吋
地
裂
者
数
底
。
民
皆
扶
v
老
機
v
幼
群
危
遁
v
難
.
而
共

民
合
往
々
一
顕
v
谷
陥
v
泥
ゅ
樽
見
村
民
舎
陥
者
十
五
六
。
而
共
地
裂
之
島

皆
有
昌
恒
一
気
-
膳
v
上
旬
而
見
民
共
中
-
有
v
物
a

小
者
如
v
猫

d

大
者
如
v
積
e

凡

数
十
縦
横
奔
走
。
共
腹
皆
赤
。
共
鳴
聾
歩
数
笛
持
境
居
二
三
目
。
皆

不
v
h
m
a
共
所
曹
之
，
而
地
勤
亦
息
。
人
皆
調
。
共
所
v
見
之
物
ゅ
疑
是
守
宮

掲
v
之
稔
昌
宮
女
之
官
二
渚
有
a
婚
犯
吋
則
共
血
清
減
.
故
守
宮
也
.
古
詩

目
・
骨
上
守
宮
何
日
清
ゅ
鹿
葱
華
落
涙
如
v
雨

d

鹿
葱
宜
男
草
也
。
と
あ

り
。
古
歌
に
‘

ゐ
も
り
す
む
山
下
水
の
秋
の
色

む
す
ぷ
乎
に
つ
く
し
る
し
成
り
け
り

。
定
芝
居
小
屋
跡

醤
藩
中
は
園
初
元
和
の
初
め
頃
よ
り
、
金
津
犀
川
・
浅
野
川
問
所
共

の
外
所
々
に
で
も
、
あ
や
つ
り
・
歌
舞
伎
興
行
し
た
る
よ
し
三
笠
記

に
見
ね
た
る
が
、
寛
永
十
年
頃
よ
り
絶
え
た
り
。
夫
れ
よ
り
百
八
十

年
間
制
梁
せ
し
か
ど
、
文
政
一
元
年
に
解
除
あ
り

τ‘
翌
二
年
四
月
川

上
新
町
に
初
め
て
芝
居
小
屋
を
遁
替
し
‘
京
・
大
坂
よ
り
俳
優
共
を

呼
び
寄
せ
て
、
五
月
よ
り
興
行
せ
り
o
是
よ
り
川
上
芝
居
座
と
稽
し

鍍
昌
せ
し
か
ど
‘
天
保
九
年
七
月
興
行
を
指
止
め
ら
れ
・
翌
十
年
東

本
願
寺
掛
所
再
建
に
付
き
・
定
芝
居
小
屋
の
建
物
を
ば
段
ち
、
掛
所

へ
寄
港
し
け
る
に
依
り
て
.
夫
れ
よ
り
二
十
徐
年
中
絶
せ
り
。
然
る

に
文
久
の
頃
に
や
藩
政
改
革
に
乗
じ
‘
金
揮
所
々
に
芝
居
小
屋
を
建

築
せ
し
際
、
此
の
川
上
な
る
芝
居
小
屋
を
も
再
奥
し
、
時
々
興
行
せ

し
か

E
・
明
治
十
二
年
四
月
取
段
ち
、
尾
山
紳
祉
の
隣
地
今
の
金
谷

金
滞
古
蹟
志
巻
十
五

.... r、

之
大
者
也
。
萄
停
。
本
地
公
披
講
中
有
且
大
守
官
二
央
背
庚
四
五
尺
.
恐

邸
共
類
也
。
此
能
登
村
吏
奥
v
人
艇
中
。
所
守
記
昌
国
関
報
-
告
。
之
文
也
と
。

平
次
按
宇
る
に
、
右
井
守
村
の
記
事
に
揖
れ
ば
、
井
守
村
の
邑
名
も

守
宮
よ
り
起
り
た
る
名
稀
に
て
、
い
に
し
へ
よ
り
此
の
地
に
さ
る
守

宮
の
大
き
た
る
も
の
住
み
居
た
り
し
故
K
.
村
名
に
も
呼
ぴ
た
る
な

る
ぺ
け
れ
ば
、
明
和
二
年
に
顕
れ
し
怪
獣
も
守
宮
怠
る
事
知
ら
れ
た

り
。
予
若
鐙
の
頃
、
菊
川
町
の
者
吾
家
へ
出
入
し
け
り
。
老
人
語
り

て
回
〈
、
芝
居
小
屋
建
築
の
時
、
彼
の
掘
を
墨
め
け
る
に
、
共
の
夜

よ
り
小
牛
の
如
き
も
の
出
で
、
小
屋
の
中
を
荒
し
‘
或
は
夜
中
小
屋

番
の
者
を
烏
び
や
か
し
、
種
々
害
を
た
し
た
り
。
夜
中
の
事
ゆ
ゑ
そ

の
形
放
は
金
〈
見
b
ざ
り
し
か
E
.
黒
き
も
の
に
て
債
の
や
う
た
り

と
聞
き
た
る
よ
し
話
せ
り
。
き
れ
ば
越
中
宮
山
の
諏
訪
の
河
原
な
る

諏
訪
池
の
守
宮
、
能
登
井
守
村
の
守
宮
・
た

E
L
皆
同
物
の
怪
獣
に

・
て
、
古
き
溜
堀
た
ど
に
居
住
し
て
、
若
干
の
年
暦
を
経
る
に
随
ひ
、

大
い
た
る
も
の
に
成
り
け
る
た
ら
ん
か
。
守
宮
は
、
和
名
抄
に
、
本

草
云
.
龍
子
。
一
名
守
宮
ゅ
和
名
止
加
介
。
蘇
敬
註
云
.
常
在
=
屋
壁
吋

故
名
且
守
宮
-
也
。
と
あ
り
て
、
今
一
宮
ふ
ゐ
も
り
の
事
は
記
載
せ
宇
。

下
皐
集
に
は
、
守
宮
本
名
断
腸
也
。
取
昌
噺
賜
-
飼
以
v
丹
。
休
鑑
赤
時
叫

舘
の
地
へ
移
轄
す
る
慮
、
共
の
後
一
疋
々
の
事
故
あ
り
て
興
行
の
事
を

止
め
‘
翌
十
三
年
夏
更
に
此
の
地
に
建
築
し
、
同
十
五
年
卯
辰
昆
沙

門
の
祉
跡
へ
移
柑
押
せ
り
。
さ
れ
ば
川
上
の
芝
居
小
屋
は
、
今
は
そ
の

慶
跡
の
み
に
て
明
地
と
成
り
た
り
け
り
。

。
金
津
俳
優
奥
行
事
略

村
井
長
明
の
象
賢
紀
略
に
云
ふ
。
金
津
大
を
ど
り
之
年
、
芳
春
院
様

あ
り
ま
の
湯
へ
御
湯
治
の
時
一
試
品
川
。
共
年
八
月
初
頃
を
ど
り
被
v
成、

ひ
め
君
様
へ
見
せ
ま
ゐ
ら
せ
ら
れ
侯
は
ん
よ
し
・
利
長
公
御
つ
ど
み

う
た
せ
ら
れ
.
を
ど
り
の
な
ら
し
有
り
し
。
共
を
ど
り
の
時
、
村
井

盟
後
・
安
見
訟
を
の
守
・
繍
藤
刑
部
‘
此
の
三
人
堕
く
み
に
成
り
、
を

け
結
構
に
、
銀
た
き
も
の
利
長
公
よ
り
被
v
下
・
〈
ぺ
ま
は
り
候
へ

ぽ
‘
を
ど
り
御
座
候
中
く
ん
じ
わ
た
り
申
す
。
と
あ
り
。
右
は
太
田

但
馬
守
を
横
山
大
膳
に
被
v
命
、
披
中
に
て
殺
害
せ
し
年
た
れ
ば
、
慶

長
七
年
の
事
也
。
三
登
記
に
、
元
和
七
年
の
夏
の
始
め
よ
り
治
伊
勢

路
り
紳
明
へ
懸
け

τ御
披
へ
あ
が
り
、
御
見
物
遊
ば
し
け
れ
ば
・
町

方
よ
り
思
ひ
/
¥
K
.
中
町
組
・
新
町
組
た

E
L
て
、
目
ざ
ま
し
き
出

立
に
て
紳
明
ヘ
懸
け
て
御
披
へ
寄
り
、
夫
よ
り
人
持
衆
へ
思
ひ
/
¥

に
会
り
、
昭
り
済
し
て
跨
る
程
に
、
頓

τ武
家
に
移
り
て
、
入
持
家
よ

七




